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第１学年 国語科学習指導案
日 時 平成１７年１１月１日（火） ５校時
学 級 １年３組 男１９名 女１９名 計３８名
場 所 １年３組教室
指導者 教諭 山本 美佳

１ 単元名 暮らしを見つめる
教材 「魚を育てる森」

２ 単元について
（１）教材観

私たちの社会の中で何かを説明している文章の量は、小説や詩よりもはるかに多く、身の回りに
ある文章のほとんどが、説明的文章であると言っても過言ではない。つまり、生きていく上では、「こ
の文章は、何を伝えようとしているのか」という要旨を的確に把握することは必要不可欠であり、
また、説明したり説得したりする手順についても正確に理解する必要がある。
中学校学習指導要領「国語」第１学年目標（３）には「様々な種類の文章を読み内容を正確に理

解する能力を高める」とあり、本教材は、この目標達成のために必要な用件を備えていると考える。
本教材は、襟裳岬のあたりがクロマツの針葉樹林で覆われている理由から、海と森の関係には腐

植土のもつ役割が大きく関係しているこことを説明し、わたしたちが自然のバランスを壊さないよ
うにする必要があることを説くという、序論・本論・結論の構成で成り立っている。中学校学習指
導要領「国語」第１学年「Ｃ読むこと」の指導事項ウ「文章の中心の部分と付加的な部分、事実と
意見などを読み分けて、文章の構成や展開を正確にとらえ、内容の理解に役立てること」を学習す
るうえで適切な教材である。

（２）生徒の実態
説明的文章の導入である１学期実施の教材「海の中の声」「クジラたちの音の世界」では、生徒た

ちは初めて知るクジラやイルカの生態に興味をもって学習活動を行った。この教材群では、繰り返し
出てくる言葉が読み取りを行う上で重要であることを知り、段落毎の要点をまとめたり、意味段落で
の小見出し作成などの学習活動を通して、文章内容の把握力を高めてきた。
意識調査では、「国語は苦手」という生徒が多く、特に男子の苦手意識が高い。しかし、机間指導

等を通して観察すると、苦手意識のある生徒でも、説明的文章についての意欲は文学的文章の学習よ
りも高いことが分かった。その理由としては、述べたいことが明確に表現されている点が挙げられよ
う。
本教材では、要旨・要点をつかむことのみならず、一歩すすんで、「事実と意見」がどのように展

開されているのか（展開の仕方）等についても目を向けて読む力を付けさせる必要がある。

（３） 指導観
本教材導入では環境問題を取り扱った別の文章に触れることを通し、説明的文章と文学的文章とで

は読み方が異なることや、筆者の主張を支えるために、必要な材料が説明されていることなどに気付
かせたい。この導入によって、今後の学習内容である「接続する語句や前後の話題の関係」、「内容の
展開の仕方（説得力のある文章にする方法）」を学ぶ意欲を高めたい。
また、学習活動の中で、「中心の部分と付加的な部分」を明確にすることで、要点や要旨が浮き彫

りになってくることを実感させたい。
生徒たちは、ある程度の「どんな話題であるか」「筆者の主張は何か」等については、自分の言葉

で説明できるであろうが、「どのような構成で読者に訴えているか」という、ひいては説得する展開
の方法につながる「構成」についてはまだ考えられない段階である。そこで、本時では、全体構造を
示すワークシートを手がかりにしながら、序論・本論・結論という「構成をつかもう」という学習課
題で学習活動を展開し、個人での学習から小グループでの意見の集約などを行い、展開についての理
解を深める学習活動を組んでいきたい。

３ 単元の目標及び単元の評価計画（５時間扱い 本時４/５）

単元の主目標 構成を的確につかんで、筆者の主張を読み取ることができる。
単元の観点別目標

関心・意欲・態度 読むこと 言語事項
文章の構成に目を向けながら、 文章の中の事実と意見、文章の 文章の中の段落相互の関わりや、

要旨を理解して読み取ろうとする 構成や展開をとらえ、文脈に即し 文と文との接続関係を意識して婿
ことができる。 て筆者の考えや文章の要旨をとら とができる。

えることができる。

具体の評価規準
時 学習内容 評価場面 評価規準 努力を要する生徒
間 Ａ Ｂ への支援
目標

１ 「説明的文章の読み方の違い」を知り、疑問と答えの部分を指摘して、主張を読み取ることができる。

③ 文章を読んで、 【関心･意欲･態度】

自分なりに何につい 提起される話題か 話題と筆者の主張 話題と筆者の主 話題は何か、必要な
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説明文を読むのに て、どのように筆者 ら、筆者の主張を読 について的確に指摘 張について指摘し 語句を見つけさせる。

必要なことを見つ は書いているのかを み取ることができる。 し、自分の言葉で表 ている。 また、筆者は何を言お

けよう。 読み取る。机間観察、 現している。 うとしているのか、サ

① 身の回りの文章 発言、ワークシート イドラインを引くなど

の中で説明文が占め の書き込み。 して明確にさせる。

る割合を知る。 ③ ワークシート、 【読むこと】

② 説明文と小説で 発表。 疑問と答えの部分、 疑問と答えの部 疑問と答えの部 疑問と答えの部分を

は読み方が違うこと 筆者の主張を正確に 分、筆者の主張を正 分、筆者の主張を 正確に読み分けること

を知る。 読むことができる、 確に読み取ってい 正確に読み分けて はできるよう、「～だろ

③ 短い説明文を読 る。 いる。 うか」や「である」な

み、筆者の疑問と答 どの表現に注目させて、

え、主張の部分を見 個別支援を行う。

つける。 ③ どのような言葉 【言語事項】

④ 振り返りに、「今 から読み取ったかに 文章の内容につい 前後の文章のつな 前後の文章のつ 前後の文や話題につ

日分かったこと」を ついての発表。 て、文と文の接続関 がりを指摘し、話題 ながりを理解して ながりがあるかどうか、

書く。 係に着目して読むこ の転換点などを指摘 いる。 一つずつ照応させる。

とができる。 している。

目標

２ 疑問と答えの部分をとらえることができる。

【関心･意欲･態度】

筆者の主張をつか ① 発表 内容について、筆 自然や環境に人間 内容の大枠をと 話題は何か、筆者は

むために、疑問と 者が何を訴えている が与える影響につい らえ、筆者の主張 何を言おうとしている

答えの部分をさが のか、関心をもって て読み取り、筆者の は何かについて指 のかについて、指摘で

そう。 読むことができる。 主張について簡潔に 摘している。 きるよう、重要な場所

説明している。 にサイドラインを引か

① 教材文を読む。 せる。

② 疑問があれば必 ②③④ 【読むこと】

ず答えがあることを 机間観察、教科書 疑問と答えの部分 疑問と答えの部 疑問と答えのあ 「～だろうか」「～べ

確認する。また、疑 への書き込み、サイ を読み取ることがで 分、筆者の主張をと る形式段落を指摘 きであろう」などの表

問の文の中に答えを ドラインの引き方、 きる。 らえている。 している。 現に注目させ、疑問と

探すためのヒントが 発表など。 答えの部分、筆者の主

あることを知る。 張を見つけさせる。

③ 疑問の部分を見

つける。

④ 答えの部分を見

つける。

⑤ 振り返りを行い、

今日わかったことを

書く。

目標

３ 筆者の主張をとらえ、主張を支える話題の内容を読み取ることができる。

【関心･意欲･態度】

筆者の主張を読み ① 机間観察、教科 筆者の主張はなに 自分の力で読み進 主張部分をとら 文章の最後の部分に

取るために、各段 書への書き込み。 か、探すことができ め、的確に読み取っ え、それ以前の話 主張があることを助言

落の内容を読みと る。 ている。 題を指摘している。し、大切な文にサイド

ろう。 ラインを引かせる。

① 筆者の主張を探 ① 机間観察、教 【読むこと】

す。 科書への書き込み、 筆者の主張をとら 主張をとらえ、そ 主張部分を指摘 主張の前には、どん

② どのような内容 発表。 え、各形式段落の内 れを支える前後の話 し、それを支える な話題があったか等の

によって主張に辿り 容を読み取ることが 題の関係性に着目し 話題について読み 示唆によって話題のま

着いたかを、ワーク できる。 て読み分け、その理 取っている。 とまりを見つけさせる。

シートで確認する。 由についても述べて

③ 筆者の主張は、 いる。

最後の方にあること

が多いことを知る。

④ ワークシートの ④ 話し合いの進行 【言語事項】

中心文のなかにある の観察、ワークシー 接続する語句や指 接続する語句や指 板書や他の人の 指示する語句よりも

「その」「これ」「そ ト記入状況、発表。 示する語句の示す内 示する語句、重要語 意見を聞きながら、前に、その内容がある

れ」などについて、 容について読み取る 句に着目して、話題 接続する語句、指 ことを示唆し、探させ

その内容を探す。 ことができる。 のまとまりを発見 示する語句の内容 る。

⑤ 指示する語句は し、その理由につい を読み取ることが

形式段落の中の要素 ても述べている。 できる。

を凝縮していること、

時には、全段落まで

受けていることなど

を知る。

⑥ 振り返りに、今

日わかったことを書
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く。

目標

４ 視点をもとにして、序論・本論・結論の構成をつかむことができる。

本 【関心･意欲･態度】

時 筆者の主張がどのよ ② グループ活動の 主張を生かすため 視点をもとにし 視点や他の人の 形式段落を後ろから

うに展開されている 観察 の構成を探りながら て、話題毎のまとま 意見を参考に、話 おわせ、同じ話題のま

かを探ろう。 読むことができる。 りを発見し、その理 題毎のまとまりを とまりを探させる。

① 小学校で「はじ 由についても述べて 見つけている。

め・なか・おわり」 いる。

という３つのまとま 【読むこと】

りに分けたことを確 ② グループ活動の 構成をつかむこと 構成をつかみ、そ 「疑問」と「答え」 前後の話題の関係に

認する。 観察、教科書・ワー ができる。 の理由を指摘してい の部分を手がかり 注目させて、まとまり

② 「疑問と答え」 クシートへの書き込 る。 にして、構成を探 を作れるよう支援する。

をヒントにして、全 み状況、発表。 し出している。

体を三つに分ける。 【言語事項】

③ グループ毎の発 ④ グループ活動の 接続する語句に注 自分の力で接続語 視点や他の人の 「さらに」「そのうえ」

表を聞く。 観察、教科書・ワー 目して、序論・本論 を手がかりとした段 意見を聞きながら、「また」などの接続す

④ 再検討を行う。 クシートへの書き込 ・結論の構成をつか 落相互のつながりを 接続する語句に注 る語句に注目させ、隣

⑤ この文章では「疑 み状況、発表。 むことができる。 見つけ、構成をつか 目して、構成をつ り合った段落がつなが

問と答え」によって んでいる。 かんでいる。 っているかどうか確認

話題が区切られ、「序 するなど、スモールス

論・本論・結論」と テップで学習を進めさ

いう構成で成り立っ せる。

ていることを知る。

⑥ 振り返りに、今

日分かったことを書

く。

目標

５ 他の文章で「筆者の主張」や、おおまかな「構成」を指摘することができる。

【関心･意欲･態度】

他の文章でも、筆 ②③ 机間観察、ワ 今までの学習を応 主張や構成の仕方 他の人の意見も 文章を読んで、主張

者の主張と構成を ークシートの記入状 用して、文章の内容 を自ら見つけて読み 参考にして、主張 部を探させ、話題につ

見つけてみよう。 況。 を読み取ることがで 取っている。 や構成を見つけて いても、前時までの方

きる。 いる。 法を示唆して読み取る

① いままでの学習 手がかりとさせる。

を振り返り、説明文 【読むこと】

の読み方に必要なこ 筆者の主張や構成 筆者の主張や構成 今までの方法を 前時までの活動を想

とを確認する。 をつかむことができ をつかみ、その理由 採りながら、筆者 起させながら、主張を

② 設問を読み、教 る。 を指摘している。 の主張や構成を探 探させる。

材文のどこに注目す し出している。

るのか確認する。 【言語事項】

③ 一人で取り組む。 指示する語句の内 自分の力で指示語 今までの学習を 指示する語句の内容

④ 解答する。 容を読み取り、接続 句の内容を読み取 振り返ったり、提 が、形式段落中にある

⑤ 解説を聞き、自 する語句に着目して り、接続する語句に 示されるヒントや、ことを教え、内容の読

分の読み取り技術の 構成をつかむことが 着目して構成をとら 他の人の意見を参 み取りをすすめさせる。

度合いを知る。 できる。 えている。 考にして、指示す

⑥ 振り返りに、今 る語句の内容を読

日分かったこと、い み取り、接続する

まの読み取りの状態 語句に着目して構

を書き込む。 成をとらえている。

４ 本時の指導
（１）研究主題との関わり

ア 基礎・基本の重点
各段落の要点のつながりに着目して、構成をとらえる。

イ 課題解決を図るための指導過程の工夫
個別学習でつまづいた生徒も、グループ学習の中での意見交流をすることで各段落の要点のつ

ながりをつかむことができるようにするため、グループ学習では「教え合い」と「意見交換」の
２つが機能するように組む。

ウ 評価を生かした指導の工夫
視点を与えて、各段落にそれぞれ共通する話題を見つけられるよう、各グループの進度に応じ

た助言を行う。
エ 定着を図る工夫

評価問題を作成し、「筆者の主張」や「文章の要旨」、「構成の仕方」などの観点に絞った練習問
題の実施によって定着を図る。
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（２）展開
段階 学習 学習内容・○学習活動 指導上の留意点 評 価

過程
導入 前時 １ 主張を伝えるための材料の部分 １ 主張を納得させるために、色々
(３分) 想起 の【要点】をまとめたこと、その な説明があったことを確認する。

時に指示する語句や接続する語句
に着目したことを確認する。
○ どのような話題があったか、
発表する。

２ 小学校の時には、文章を分ける ２ 「はじめ（話題の提起）」「なか
時に「はじめ・なか・終わり」と （内容）」「終わり（文章全体のま
いう３つに分けたことを確認す とめ）」という構成であることを復
る。 習する。

課題
の設

定 筆者の主張がどのように展開されているかを探ろう。

展開 課題
(42分) の追 ３ この文章が内容上、三つに分か ２ 主張を効果的に読者に伝えるた 【観察】評価１

究 れていることを知り、視点をもと めに、色々な話題を提起している （関心・意欲・
にして分ける。 ことを教え、ヒントを与える。 態度）
○ グループで、ヒントをもとに 〈ヒント〉 グループで、
して、三つに分ける。 ① 疑問と答えの部分が２つあ ヒントと全体が

ること。 どう関わってい
② それぞれの話題はどんなこ るのかについて
とかに注目すること。 考えているか。

〈支援〉
具体的に「疑

問と答え」がど
う関係している
かを探すのだと
いうことを助言
する。

３ グループで探した答えを全体で ３ 発表した分け目を板書で示し、 【観察・ワーク
確認する。 各グループの分ける観点について シート】評価２
○ 代表者は、「①どのようにし も、書き込む。 （読むこと）
て」「②どんな風に分けたか」 グループ内で、
を発表する。 「①どのように

して」「②どんな
風に分けたか」
について、読み
をもとにして話
し合って検討し
ているか。

４ 再検討する。 ４ 再検討の際、それぞれの意見の 【観察・ワーク
○ 意見が分かれた箇所につい 理由をもとにして行うよう助言す シート】評価３
て、どの意見がふさわしいか、 る。 （言語事項）
グループで再度検討する。 接続する語句

に注目して、構
成を探している
か。

５ 再検討した結果を発表する。 ５ この発表では、意見が変わった
ところについては、その理由を大切
にしたい。

課題 ６ 疑問と答えの部分で話題が挟ま ６ 主張を効果的に読者に伝えるた
の解 れていること、この文章は「序論 めにこのような構成を取っている
決 ・本論・結論」という構成で成り ことを教える。

立っていることを確認する。
○ ワークシートに赤ペンで加筆
し、内容の流れを確認する。

終末 ７ 本時の振り返り 【教師からの評
(５分) 教師の評価を聞き、自己評価欄 価】

への記入を行う。 【自己評価】


